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要 旨

１ 技術、情報の内容及び特徴

アサリの漁獲量が急減する中で、これまでのアサリ研究成果や活動事例から、実際の増殖対

策を漁業者が実施するにあたって留意する事項について記述しました。

（１）アサリの生活史、これまでの研究、資源調査結果、漁獲量等を紹介することで、漁業

者が資源増殖活動を実施する際、活動の位置づけ、目的、期待する効果が明確になり

ます。

（２）資源回復の具体的方法について産卵数の確保を目的とする活動と稚貝の加入・生残率

向上を目的とする活動に分けて紹介しました。

２ 技術、情報の適用効果

・アサリ資源を持続的に維持するには、月 1 回程度漁場におけるアサリ資源の情報を分析し

て、過剰漁獲にならないように管理することが重要です。しかし、漁獲量が過去最低の状

況では、資源を増殖させなければ、漁獲は回復しません。

・資源回復には産卵数の確保と、稚貝の加入・生残率向上が不可欠です。

・浜名漁業協同組合のアサリ漁業者の組織である採貝連合会は、役員が１年で半数ずつ交代

し、継続的な取り組みが困難でしたが、作業の目的や、期待する効果、これまでの取組や

事例を整理し、紹介することで、自主的、効果的な資源管理、増殖活動につながります。

３ 適用範囲

・適応範囲は浜名湖、実施者は浜名漁業協同組合採貝組合連合会及び採貝組合の組合員を想

定しました。

４ 普及上の留意点

・アサリは卵から漁獲サイズに達するまで、早くて１年から１年半かかるため、少なくとも

複数年での長期的な実施と管理が必要です。

・そのため、一過性の活動ではなく、改善を行いながら長期的な取組をする組織づくりは非

常に重要です。

・なお、想定していない環境変化により、期待した成果が得られない場合があり、「不可抗力

によるもの」か、「実施方法に問題があった」のかを明らかにした上で、今後の対応を検討

する必要があります。
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はじめに

静岡県内では、浜名湖でのみアサリの採貝漁業が行われており、浜名湖地区の水産業を支える

重要な水産資源です。平成 20～22 年（2008～2010 年）の漁獲量は 3.8～６千トンであり、当時の

漁業者数は 566～625 人、漁獲金額は 13～21 億円、1 人当たりの平均漁獲金額は 230～355 万円

で、漁業者の収入を支える重要な漁業でした。しかし、2020 年の漁獲量は 100 トン、漁業者数は

450 人、漁獲金額は 4.1 千万円、1 人当たりの平均漁獲金額は 9.1 万円まで急減しています。ま

た、既に資源減少した 2018 年時点での潮干狩り観光客数は約 13 万人１）であり、観光産業におい

ても重要な資源となっていることからも、アサリ資源の回復が強く求められています。

浜名湖のアサリ漁業の現状を客観的に把握していただくため、全国のアサリ漁業の推移と浜名

湖の漁獲量の推移を 1981 年から示しました（図１）。浜名湖のアサリ漁獲量の推移と全国のアサ

リ漁獲量の推移の動向はどちらも減少傾向で深刻な状況です。

資源回復のために漁業者の皆様がすぐにでも実施できる手法について、これまでのアサリ資源

の回復方法と、増殖方法をまとめました。アサリ漁業を存続させる上で、この資料が少しでもお

役に立てればと思います。

１ アサリの生活史とアサリ資源の課題

（１）生活史及びアサリ資源の特性

アサリの生活史を図２に示しました。アサリは孵化後、２～３週間浮遊幼生の時期があり、水

中を漂いながら生活します。浜名湖の場合、浮遊幼生の発生時期などから、産卵期は春（５～６

月）と秋（９～10 月）に産卵ピークがあります。過去、漁獲量が約３千トンあった 2004 年に浜

名湖の湖北部（湖心）で浮遊幼生の調査を実施しています。今回、同じ場所で、同様の調査を行

い、浮遊幼生の出現密度を比較しました（図３）。その結果、2020 年は 2004 年に比べ、春や秋の

ピークのアサリ浮遊幼生の出現密度が 10 分の１から 100 分の１であり、浮遊幼生が減少してい

ることが分かりました２）。産卵数が多ければ浮遊幼生も多いと考えられるので、産卵数の減少、

つまり産卵する親貝が減少していると考えられます。

図１ 浜名湖（静岡県）と全国のアサリ漁獲量の推移
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（２）アサリ資源の把握と漁獲

アサリは大きさや生殖腺の状態にもよりますが、非常に多く産卵（1 個体当たり 50～100 万粒）

します３）。そのため、生育する環境条件が良く生残率が高まれば、急速に資源回復する可能性が

あります。したがって、資源回復において我々ができることは、漁獲管理を行い、産卵期になる

べく多くの親貝を残し、産卵させることで、卵数を確保することです。

また、産卵以降から稚貝になるまでは人が関与することが困難ですが、稚貝以降の時期は生残

を高めるために稚貝の移殖、耕耘、覆砂、食害防止など、漁場の管理を行うことで生残率を高め

ることができます。

図３ 浜名湖湖北部（湖心）における浮遊幼生の出現密度
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漁獲をしながら、なるべく多くの「親貝に産卵させる」には、「獲り過ぎ」を防ぎ、次世代の子

どもを一定量確保しなければなりません。しかし、「獲り過ぎ」を防ぐにはどの程度まで漁獲が許

されるのか判断する必要があります。自然環境でも生き残りが悪くなれば子どもの数は減ります。

それを判断する指標の一つとして、漁場の資源を推定する必要があります。採貝連合会では、浜

名湖のアサリ漁場の資源量推定を既に実施しています。

詳細な手法は「あたらしい水産技術 No.618 浜名湖のアサリの持続的利用に役立つ漁業管理手

法の確立」４）に記載があるので省略しますが、採貝連合会では 2015 年から毎年 6 月～2 月まで月

1 回漁場でのアサリ密度調査を行い、漁場におけるアサリの殻長別の資源量と、月の漁獲量を推

定しています。この漁場の資源量の推定値と実際の漁獲量から、親貝の資源量を推定することが

できます。月ごとの漁獲量（図４）、推定した資源量から、漁獲における漁獲サイズ（殻長 28 ㎜

以上）の推定資源量と、実際の漁獲量の変化を図５に示しました。2017 年、2020 年及び 2021 年

は、実漁獲量が漁獲サイズの推定資源量を上回っており、過剰に漁獲したことを示しています。

漁場には産卵する親貝が不足していると考えられますので、資源を回復させるには漁獲量を抑制

し、産卵期に少しでも産卵可能な親貝を残し、産卵させなければなりません。

図４ 月別のアサリ漁獲量

図５ 漁場のアサリ資源量調査で推定した維持漁獲量と実漁獲量の推移
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２ 資源回復の手段

アサリの資源回復には、大きく分けて２つの手法があります。漁獲制限をして、産卵する親を

残すことでアサリの産卵数を増やす「産卵数の確保」、稚貝の移殖や食害生物の駆除など、漁場管

理をすることで生残率を向上させる「貝の生残率向上」があります。そして、共通の項目として、

耕耘や覆砂などで、アサリの生息環境に適した場に改善する「環境の改善」があります。

それらの活動を行った場合、実施した場合の漁獲効果の確実性・安定性と漁業者の作業の手間

（作業量）をイメージした図を示します（図６）。

環境改善による増殖については、餌不足について検討しました。浜名湖の場合、植物プランク

トンの多寡の指標となるクロロフィル a 濃度を 2001～2002 年にかけて測定しており、この時期

と 2020～2021 年のクロロフィル a 濃度を比較すると、湖北部で濃度が低くなっていました（図

７）。このことから、アサリの餌が減少している可能性があります。

瀬戸内海５）や三河湾６）などでは下水道の排水処理を見直し、法律の値を下回る範囲で栄養塩を

除去せずに下水処理水の放水を行うことや、植物プランクトンを増やすために、干潟に栄養塩が

溶出する肥料を置いて栄養塩を添加し、餌となる植物プランクトンを増殖させて、餌環境の改善

を試みる取組が行われています。

しかし、栄養塩の添加により植物プランクトンが増殖し、それがアサリの餌となってアサリ資

源が回復するには、その後の栄養塩以外の環境変化に左右されるため、栄養塩の添加の努力が必

ずしもアサリの増殖につながるとは限りません。施肥などの対策を実施する時には、漁獲増に至

るまでには不確実で不安定であることを理解した上で実施する必要があります。環境の改善によ

るアサリ増殖は今後の研究上の課題です。

図６ アサリ増殖対策のイメージ図
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３ 資源回復の具体的な方法

（１）産卵数の確保

産卵期にアサリの親貝をできるだけ多く確保し、産卵させ、産卵数を増やすことで、加入する

稚貝を増やし、資源の回復を図る方法です。産卵数を増やす方法として考えられることは、「産卵

期の禁漁」、「禁漁区の設置」、「漁獲サイズの拡大」、「親貝の移殖」、「垂下式の産卵」があります。

ア 産卵期の禁漁

産卵期の禁漁は、産卵時期に湖内全体で漁獲をしない期間を設定することです。期間中に漁獲

される分のアサリが親貝として残り、産卵することになります。しかし、産卵期の禁漁は、その

時期にアサリを漁獲することができなくなるので、漁業者や仲買の合意が得られにくい面があり

ます。

イ 禁漁区の設置

禁漁区の設置は、アサリが生息する場所に区域を設定し、その場所のアサリの漁獲をしないた

めに設置します。この禁漁区は、産卵数を確保するために区域内の親貝が産卵することを期待し、

親貝が漁獲されないように制限するものです。したがって、禁漁区内には親貝が多く生息してい

ている必要があります。近年、食害の影響も多いことから、禁漁区を囲い網や被覆網で食害を防

止する管理も必要になります。なお、この禁漁区の目的は産卵数の増加が目的なので、産卵期に

親貝の密度を高めるように計画的に禁漁区の設置、貝の移殖等を行います。なお、漁獲との両立

を考慮し、産卵期後には禁漁区を開放して漁獲に役立てることも考えられます。

水産・海洋技術研究所浜名湖分場では、2021 年 9 月に浜名漁業協同組合採貝連合会にて、秋の

産卵期中、漁場に禁漁区を設置することを提案しました。採貝連合会は、アサリ漁業者への説明

会を実施し、庄内湾（東湾）の漁場を 2 区画に分け、2021 年 11 月中に 1 週間ずつ漁獲制限を行

う保護策を実施しました。

図７ 過去と現在のクロロフィル a 濃度（μg/L）の平均値

■2001～2002 年（9～3 月） □2020～2021 年（9～3 月）
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ウ 漁獲サイズの拡大

漁獲サイズの拡大は、産卵可能な約 20mm サイズから漁獲サイズまでの期間が伸びることによ

り、その間の産卵時期の回数が増えることで産卵数の増加を図る方法です。漁獲物のサイズが大

きくなるため、導入直後は成長する間の漁獲量が減りますが、禁漁期間や禁漁区域の設定は必要

ありません。成長する間の死亡により個体数が減少しても成長により 1 個体あたりの増えること

で漁獲量の目減りを相殺できます（図８、表１）。また、商品サイズ（殻長）を大きくすることに

より、単価の向上も期待できます。一方、湖内の漁業者すべてが、目合いを統一し、道具を揃え

る必要があるため、導入コストがかかります。

図８ アサリの殻長と体重の関係

表１ アサリ殻長と 1 ㎏あたりの個数
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エ 親貝の移殖

親貝の移殖は、他県産の親貝を買い入れ、浜名湖で産卵させることで、産卵数を確保する試み

です。しかし、全国的にアサリ漁獲量が減少しており、2019 年の国内産のアサリの総漁獲量は５

千トンに達していません（図１）。したがって、親貝の入手は非常に困難な状況にあります。また、

県外にはウミグモなどの寄生虫が発生している場所があります。幸い浜名湖でウミグモの寄生は

みられていませんが、県外からの移殖は食害生物の混入、寄生虫、病気を湖内に持ち込む危険が

あります。移殖時にこれらのリスクを完全に防ぐことは困難であり、一度入ってしまうと除去す

るのは事実上不可能です。したがって湖内からの移殖は慎重するべきであると考えます。また、

消費者に産地偽装の疑念を抱かせる要素になり得るので、この点からも慎重な対応が求められま

す。

次善の策として人工的に生産したアサリの種苗放流が考えられます。過去、採貝連合会では種

苗生産も試みました、しかし、種苗生産する場合は生産技術の確立も必要ですが、それ以上に飼

育コストの問題が生じるので、採算性を十分に検討する必要があります。

オ 垂下式カゴ飼育による産卵

「垂下式カゴ飼育による産卵」は垂下式養殖の考え７）を参考に、カゴ中に成熟したアサリを集

め産卵させるアイデアで、まだ試行段階です。浜名湖は湖北部が湖南部よりもクロロフィル a 濃

度が高く、2021 年 7～11 月のクロロフィル a 濃度の平均値は約 10μg/L の場所が見られます（図

９）。餌のプランクトンをほぼこの濃度に合わせて飼育実験を行ったところ湖北部とほぼ同じ濃

度の区でアサリが成熟したことから（図 10）、親貝は餌が比較的多い湖北部で飼育することで、

アサリを十分に成熟させることが可能であると考えられました。しかし、湖北部の湖底は水深が

深く、夏季は貧酸素水塊が発生するため、アサリの生息場所として不適です。そこで、湖北部に

あるカキ棚に設置可能であり、容易に移動出来る垂下式のカゴに注目しました。現在、垂下式の

カゴを用いて生残試験を起こっています（写真１、表２）。今後、湖北部のカキ棚等で飼育し、成

熟、産卵を試みる手段として検討する必要があります。

図９ 2021 年 7 月～11 月のクロロフィル a 濃度（μg/L）の平均値
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図 10 飼育実験の開始時と８週間後の生殖腺

写真１ 垂下式カゴ飼育の飼育試験の様子

表２ 垂下式カゴ設置１か月後の結果（2021 年 10～11 月）
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（２）稚貝の加入・生残率向上

ア 採苗器

網袋に砂利や砂を入れ、産卵期前に湖底に設置することで、浮遊幼生が着底する基板とな

り、採苗器に殻長数 mm の稚貝が出現します８）。採苗器は小さな稚貝の収集、移殖に有効な方

法です。湖底が泥分で稚貝の生残に不適な場所でも、稚貝を採集できます（写真２）。

産卵期前に設置することが重要で、湖底にそのまま設置すると波浪などで砂に埋もれる場

合がありますので、底に網などを敷きます。浮遊幼生が来遊する場所であれば、稚貝が発生

します。

産卵期が終わり、数か月経過した時点で数ミリに成長したアサリ稚貝を確認し、移殖する

などの対応をとります。そのまま設置しておくと砂に埋もれてるなどして、稚貝が死亡する

ので、必ず回収や移殖作業が必要になります。図 11 に浜名湖内で採苗した事例を紹介しま

す。

写真２ タマネギ袋と砂利で作成した採苗器

図 11 採苗器設置２か月後の結果（2021 年 6～7 月）
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イ 稚貝移殖

浜名湖の湖北部には、毎年アサリ稚貝が発生するが、15 ㎜前後に達する夏から秋にかけて

急速に減少し、殻長 20 ㎜の成貝に達する前に死亡してしまう場所があります。このような場

所の稚貝を移殖することで、生残率を高め漁獲に反映させるか、あるいは親貝を確保する目

的で、稚貝の移殖を行う方法があります。以前は殻長 20 ㎜以上の貝をカクワで移殖していま

した９）が、近年は殻長 20 ㎜に達する夏から秋にかけて急速に減少するため、殻長 15 ㎜前後

の小さな段階で 6～7 月に移殖する必要があります。小さなサイズはストレスに弱く、この時

期は水温が高く死亡しやすい時期です。そこで、なるべく移殖によるストレスを抑制し、効

率的に稚貝を回収する方法を検討しました。

水中ポンプと塩ビ管を加工し、1 人でも作業できる吸引型の採集器を試作し（写真３）、作

業効率や移殖ストレスを潜砂率で検討しました（表３、図 12）。その結果、採集効率は約２

倍、潜砂率は同等以下でした。

写真３ 吸引型の稚貝採集器

表３ 採集効率

図 12 カクワ（従来法）と採集器による潜砂率
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ウ ツメタガイの食害 10）

アサリは、多くの動物に捕食される貝であり、主な食害生物には、ツメタガイ、エイ、ヒト

デ、カニ、クロダイ、鳥などが考えられます。

ツメタガイは殻に小さな丸い穴を開けることから、食害を判別できます（写真４）。採貝連合

会では、食害対策としてツメタガイの産卵期（６月頃）に卵塊駆除を実施する（表４）ととも

に、混獲したツメタガイを処分しています。今後も継続的な駆除が必要です。

写真４ ツメタガイ（左）、卵塊（中）食害にあったアサリ（右）

表４ ツメタガイの卵塊駆除
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エ クロダイの食害

近年、クロダイは海苔やカキに加え、アサリも捕食することが分かってきました 11）

（写真５）。

季節ごとに刺し網で漁獲したクロダイの胃内容

物を調査しました。その結果、1 尾当たりのアサ

リ捕食量は約 2.7 個で、冬から春にかけて 1 尾

当たりのアサリ捕食量が多い傾向ありました

（表５）。

クロダイがアサリを捕食していることは確か

であり、今後は駆除や有効利用の検討が必要です。

表５ クロダイの胃内容物

写真５ アサリを捕食するクロダイ
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オ 食害防止策（囲い網・被覆網）

食害防止の対策として、囲い網 12）、被覆網 13）があります。アサリを移殖し、囲い網、被覆網を

設置した区と設置していない対照区を比較した結果、囲い網及び被覆網のない区は 30 日後には

アサリが見られなくなりました（図 13）。

被覆網に関して、設置実験を行った結果、密度は低いものの８か月で殻長 28mm 以上の漁獲サイ

ズに達したアサリが見られ、さらに新たに加入したと考えられる 7～16mm の稚貝が出現しました

（図 14）。このことから、生残率を高めるだけでなく、稚貝の成長や加入にも良い効果があると

考えられます。また、囲い網を 2021 年に浜名漁業協同組合の支所単位で試験した結果、食害生物

の侵入が防げた場所は生残率が高い傾向が見られました（写真６、表６）。

図 13 囲い網、被覆網のアサリ生残率 図 14 被覆網試験のアサリ組成

写真６ 囲い網の設置位置と設置した囲い網
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カ 耕耘（こううん）

アサリの生息密度が低い場所では、操業によりジョレンで掘り起こされることがなくなり、湖

底が固くなりやすくなります。また、湖底はアサリの競合生物や有害生物に優占されることが多

くなり、アサリが生息する場所が狭まります。このような場所では、耕耘 14）することで、湖底を

掘り起こし、競争生物の除去とともに、堅くなった湖底を柔らかくしてアサリを潜りやすくする

ことで、生息環境が改善されます。耕耘自体は資源量が増える作業ではないのですが、保護区や

食害防止の囲い網、被覆網などの設置時などに耕耘を行うことで、効果を高めることが期待され

ます。

キ 覆砂・砕石

覆砂や砕石は主に２つの効果を期待しています。１つは、覆砂することで湖底を攪乱し、優占

しているアサリの競合生物や有害生物を除くことにより、アサリの浮遊幼生が着底し、稚貝が生

残する場所をより多く確保する効果です。しかし、これは一時的な効果です。効果を維持させる

には定期的に耕耘をするなどの管理が必要です。

もう一つは、湖底が堅い粘土質や、大きな礫など、アサリの生息環境として適していない湖底

に覆砂や砕石をすることで、湖底が安定し、アサリが潜る、隠れることを容易にする効果です。

採苗器と同じ効果ですが、規模を大きくしたのが、覆砂・砕石になります。

近年では、波高や流速のストレスを緩和する効果を期待して、砕石を使うことで貝の生残効果

を高めたと考えられる事例があり 15）、浜名湖でも検討しています 16）。採苗器と同様、いずれの場

合も埋もれてしまうと効果がないので、メンテナンスが必要です。

注意点としては、浮遊幼生が来遊して着底する場所でなければ、稚貝が出現しないので、候補

地には採苗器を設置し、稚貝が出現する場所であることを事前に確認する必要があります。

ク 竹柵等の構造物設置

漁業者が実施可能な改善方法として、湖底の砂が動く場所に竹を利用し、湖底に杭のように密

に並べて設置する方法があります 17)。構造物を設置することで、波高や潮汐流などを抑制するこ

とができ、砂の動きを抑える効果が期待できます。また、人工アマモなどの構造物の周囲では対

照区に比べ稚貝の密度が高いという結果が得られています 18)。

採貝連合会が行った竹柵について調査を行いました（写真７、表７）。その結果、対照区に比べ、

竹柵の周囲は稚貝の密度が高く効果が見られましたが、漁場に比べて出現した稚貝の密度は低い

表６ 囲い網試験の結果
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値でした。効果があることは確かですが、場所により竹柵により得られる効果は限界があるので、

実施する場合は、より効果的な場所を選定する必要があります。

ケ 輪採

輪採制は母貝のための保護区を漁場全体に広げて漁場区域を複数つくり、一定期間を禁漁区に

設定し、順番に開放と禁漁を行う方法です。産卵期が終わった後に開放し、今までの漁場は、耕

耘などで環境条件を整えてから漁獲サイズに成長するまで禁漁にすることで安定した漁獲を図

ります。

問題点としては、単純に禁漁区を設けて、順番に漁獲するだけでは不十分で、環境条件、食害、

資源に加入する稚貝数も同じではないと想定されますので、収穫密度は異なります。つまり、場

所や年により開放した漁場で想定した漁獲が得られない可能性があります。また、禁漁区はモニ

タリングを行い、食害防除など稚貝の生残を高める作業が必要です。

おわりに

アサリ資源量が減少し、漁獲サイズになった貝から漁獲している現状では、少しでも増やす努

力がなければ資源は回復しません。資源が減少している 2021 年も殻長 10mm 前後の稚貝が発生し

た場所がいくつか見られました。その場所で、囲い網を行うと、管理できた場所の囲い網の中は

貝が残りましたが、囲い網の外はほとんど貝が残りませんでした。貝を残すには囲い網などで、

貝を守らなければ減耗してしまうことは明らかです。漁場の管理を強化し、アサリ資源を守るこ

とが重要です。

写真７ 設置した竹柵

表７ 竹柵試験の結果
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用語解説

浜名漁業協同組合採貝連合会

浜名漁業協同組合に所属するアサリ漁業者の組織。浜名漁業協同組合のアサリ漁業に関する

漁協内の権限を持ち、規則や資源管理などを決定する機関。浜名湖で操業するアサリ漁業者は

支所（本所）単位で採貝組合に所属し、毎年各支所（本所）単位で役員を選出し、採貝組合連

合会が構成される。

浮遊幼生（図２ アサリの生活史参照）

アサリの受精卵は半日から 1 日で孵化し、その後浮遊幼生になります。この時の大きさは、

およそ 0.1～0.2mm、鞭毛があり泳ぐことができますが遊泳力は弱いので、水中に漂うプランク

トンの生活を送ります。その後、湖底に着底し、泳ぐ鞭毛を捨て貝になります。

生殖腺

卵巣や精巣のことです。アサリは雌雄異体で、雄と雌に分かれます。浜名湖では春と秋に産

卵のピークがあり、産卵前に生殖腺が成熟します。

クロロフィル a

葉緑素のこと。光合成の明反応で光エネルギーを吸収する役割を持つ化学物質です。この冊

子では、アサリの餌である植物プランクトンの多寡の指標として測定値を用いています。

垂下式カゴ

カキ棚などにつるすことができるカゴです。アサリをこのカゴに入れ、移動を容易にします。

湖底環境が悪い場所でも吊して飼育できるので、餌が豊富な場所で太らせたり、産卵させるこ

とができます。

ウミグモ

アサリなどに寄生し、体液を餌とする節足動物です。寄生されると体液を吸われて痩せ、環

境変化に弱くなり死亡の原因になります。また、クモに似た姿をしているので、漁獲物に混入

すると商品価値が低下します。

囲い網

主に魚類の食害を防ぐため、アサリの生息場所の周囲を網で取り囲み、侵入を防ぎます。ツ

メタガイの侵入を防ぐには湖底に 10cm ほど網を潜らせると効果的です。

被覆網

魚介類の食害を防ぐために、アサリの生殖場所の上に網を敷いて守ります。網が埋まってし

まうとアサリの水管が水中に出せなくなり死亡してしまうので、定期的なメンテナンスが欠か

せませんが、囲い網よりも通行に支障がなく、波浪の影響を受けにくい特徴があります。

覆砂・砕石

湖底の改善のため、砂や砂利を敷きます。湖底に棲む競合生物や食害生物が死滅し、新たに

稚貝が着底する場所ができます。砕石も同様の効果があります。砕石は砂より湖底が安定しま

すので、波浪の影響などで湖底が不安定な場所はアサリの生残が良い結果が出ています。

水産・海洋技術研究所浜名湖分場 研究科長 鷲山裕史
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